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I ’ 福島県『はらまち九条の会｣会報No．2
2016（平成28）年9月15日（木

｜来春3月､双葉地区の5高校が休樹二
!'●原発事故で双葉地区の5つの高校が、来年3月、
最後の生徒が卒業し､休校(実は廃校ではないのか）
になります。母校がなくなる同窓生にとって悔しさ
!ははかり知れません。●一挙に5つの高校が消えて

|しまうなんて理不尽に過ぎます。
ヘ ロセ ■

O5月､市当局により『日本国憲法』冊子が配布されましたが､市議会の一般質間のようすが
8月1日発行の｢みぢ鄙這うま市織よ&ljVol｡ 42に､下記のように掲載されています。
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質問を終えて
日本国憲法に云う主権在民、

基本的人権、永久平和の三つ

の理念と人それぞれの生存権。
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南相馬市が配布した日本国憲法小冊子
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『震凝絵日記』を高く評価 ▼9月11日『福島民報』の｢震災絵日記」

蕊
鹿島区の画家朝倉悠三さんは、震災

年の夏から『福島民報』みんなのひろば
欄に、震災や原発事故の風刺漫画を連載
中です。9月3日、広島大准教授のロナル
ド・スチュワートさんが朝倉さんのアト
リエを訪れ、その描き方や臆（おく）さ
ない風刺や批判ぶりを非常に高く評価さ

れたそうです。（9月9日『福島民報』）
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創立 年 ・ 高 校（最後の在籍生徒数）

1923(大正12)年･双葉高校(双葉町．11名）
1927(昭和2)年･浪江高校(浪江町．14名）
1954(昭和29)年･富岡高校(富岡町軍62名）
1958(昭和33)年･双葉翔陽高(楢葉町。12名）

1948(昭和23)年･浪江高津島校(浪江町｡12）



NuzSS

どう思いますか？
'一『朝日新聞』の投書|｢改憲派から護憲派べき点質問』lより－
｜①憲法9条だけで戦争は防げるのか
②平和維持は、日米安保や自衛隊のおかげではないのか
J③北朝鮮や中国への抑止力としての軍事力は必要だ
'－－ （8月11日『朝日新聞』投書）
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「協皇 鴎識繍警鑿綴畠轆鰯騨菱

|と鴬辮隠言間菫鍔駕輔辮舞職墨争や
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”｜朝鮮戦争に巻き込まれ､日本の若者も血を流していたのではないか

|!S・軍事の抑止力に依存することは、紛争の危険を高めることにな

'4．武力を放棄し交戦権否認の国に、先制攻撃する国はあるだろう
is.戦争体験者の思いが戦後の平和を支えてきた。
6．自衛のための軍備はある程度必要と思う。
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17．9条だけで戦争回避はできない。9条の理念を国際社会に広めることだ。

,S、9条がなければ日本は米国の戦争に巻き込まれていた。平和の理念と軍事力

の共存は、日本だけでなく国際社会がかかえる矛盾です。

9．軍事力で戦争が避けられることはなく、軍事力で国際問題が解決した例

｜はない。平和のため日本は欧米とは違う手法を取ることができる立場にあ

’ り、日本国憲法をもっと積極的に使いこなすべきです。

|↑墨iさ惹禰珊琶雲,=蕊鱸蓋睾驍言獣壼墨乏冨
， き合えば、中国。北朝鮮と正常な関係が成立する。
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